
2
危機管理体制の充
実について

○　後藤田正純徳島県知事は自衛隊徳島地方協力本部長を通じて、南海トラフ巨大地震や豪雨災害に備えて、多
くの徳島県民が自衛隊の予備自衛官に登録できるようにしなければならない。

3
家畜伝染病対策に
ついて

後藤田知事は就任直後より国際便の誘致、直行便の就航に力を入れ、人の流れを活発化、インバウンド誘客を図
ろうという施策を取られており、今現在韓国便が就航していると認識しています。
そこで、海外からの口蹄疫をはじめとする家畜伝染病の対策はどのようにお考えでしょうか。
宮崎県では空港に家畜伝染病を防ぐためのマットを敷いてあるそうですが、徳島空港も似たような事はされてい
るのでしょうか。
宮崎県は平成22年に口蹄疫が流行しましたが、韓国をはじめアジア地域で流行しているものと近い菌という話も
あり、国際便もアジア方面の便の誘致を今後も進めていくのであれば何らかの対策は必要かと思われます。
徳島県は酪農、肉用牛、養豚、養鶏の畜産業が盛んであると認識しておりますので、ご検討ください

２　防災・安全

タイトル 意見等

1
危機管理体制につ
いて

○　後藤田正純徳島県知事は南海トラフ巨大地震や豪雨災害から、徳島県一人一人の生命・財産・暮らしを守ら
なければならない。
　※　危機管理部を知事戦略局の直轄にする。⇒知事戦略局内に危機管理センターの設置
　※　後藤田正純徳島県知事が日本大学危機管理部と「危機管理に関する包括的な連携協定の協定書」の締結を
行う。


